
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
札
所
寺
院
に
は
各
寺

に
奥
の
院
が
あ
り
ま
す
。（
※
定
か
で
は
な
い
寺

も
あ
る
。）

各
札
所
寺
院
の
奥
の
院
は
、
そ
の
寺
の
成
り
立

ち
や
歴
史
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

今
回
の
満
足
行
で
巡
拝
し
た

土
佐
霊
場
の
後
半
の
札
所
寺
院ふだ

の
中
で
非
常
に
興
味
を
惹
く
札

し
ょ所
の
奥
の
院
が
在
り
ま
し
た
。

し
ょ
う
り
ゅ
う

じ

第
三
十
八
番
・
青
龍
寺
の

奥
の
院
、
不
動
堂
は
青
龍
寺
よ

と
っ
こ
だ
け

り
少
し
離
れ
た
独
鈷
岳
に
在
り

ま
す
。

伝
説
で
は
、
お
大
師
さ
ま
が

留
学
さ
れ
た
中
国
か
ら
帰
国
す

る
時
、
日
本
で
仏
法
を
拡
め
る

土
地
を
捜
す
為
、
中
国
の
浜
か

と
っ
こ

り
ゅ
う
と
う
ま
つ

ら
仏
具
の
独
鈷
を
投
げ
る
と
、
こ
の
地
の
龍
燈
松

に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
寺
を
建
て
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
青
龍
寺
の
本
堂
は
不
動
堂
で

あ
り
ま
し
た
。
奥
の
院
、
不
動
堂
は
今
も
篤
く
信

仰
さ
れ
て
い
ま
す
。だい

に
ち
じ

つ
め
ぼ
り
や
く
し

第
二
十
八
番
・
大
日
寺
の
奥
の
院
、
爪
彫
薬
師

ど
う堂

が
あ
り
ま
す
。
お
大
師
さ
ま
が
爪
で
薬
師
像
を

刻
ま
れ
安
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
湧
き
出
る
霊

水
と
共
に
首
か
ら
上
の
病
に
霊
験
が
あ
る
と
信
仰

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
ご
う
ち
ょ
う

じ

第
二
十
六
番
・
金
剛
頂
寺
の
奥
の
院
・
不
動
堂

ぎ
ょ
う
ど
う
み
さ
き

は
金
剛
頂
寺
の
下
、
行
当
岬
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ

ほ
つ
み
さ
き
じ

み

く

ろ

は
第
二
十
四
番
・
最
御
崎
寺
の
下
に
あ
る
御
厨
人

ど

あ
け

み
ょ
う

窟
と
共
に
、
お
大
師
さ
ま
が
御
修
行
さ
れ
明
の
明

じ
ょ
う星
を
感
得
、
お
大
師
さ
ま
の
、
お
名
前
・
空
海
と

な
ら
れ
た
所
で
す
。
今
も
残
る
行
場
は
太
平
洋
を

望
む
岩
窟
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。第

二
十
四
番
・

最
御
崎
寺
の
登
山

道
の
入
口
に
奥
の

い
ち
や
こ
ん
り
ゅ
う

院
・
一
夜
建
立
の

岩
屋
が
あ
り
ま

に
ょ
い
り
ん
か
ん
の
ん

す
。
如
意
輪
観
音

が
お
祀
り
さ
れ
て

い
ま
す
。
か
つ
て

は
女
人
堂
と
し
て

女
の
方
が
こ
こ
に

納
札
を
納
め
参
拝

さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
各
札
所
の
奥
の
院
か
ら
今
の
札
所
寺
院
の
姿

を
観
る
事
が
出
来
ま
す
。
奥
の
院
を
参
拝
す
る
事

で
札
所
寺
院
が
よ
り
身
近
に
親
し
み
を
持
っ
て
参

拝
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

合
掌
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二
月
は
寒
波
、
雪
が
心
配
さ
れ
る
も
今
回
は
南
四

国
、
雪
、
寒
波
は
無
く
一
日
だ
け
雨
で
し
た
。

こ
の
コ
ー
ス
は
参
拝
す
る
寺
院
が
五
ヶ
寺
と
少
な

く
歩
く
距
離
が
長
い
。
毎
日
、
早
朝
出
発
を
す
る
事

で
予
定
通
り
巡
拝
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

二
月
十
四
日
、
午
前
五
時
、
宇
和
島
市
内
の
ホ
テ

ル
を
出
発
、
国
道
五
十
六
号
線
を
歩
く
。
一
・
七
㎞し

の
松
尾
ト
ン
ネ
ル
は
山
越
え
を
し
津
島
町
に
出
て
獅

し
ぶ
ん
ろ
く

子
文
六
ゆ
か
り
の
大
畑
旅
館
に
宿
泊
す
る
。

か
し
ざ
か

せ
い
け

柏
坂
・
茶
堂
の
お
じ
ぞ
う
さ
ん（
清
家
さ
ん
）

津
島
町
大
門
よ
り
柏
坂
越
え
を
す
る
。
峠
の
途
中

茶
堂
に
清
家
よ
し
子
さ
ん
が
一
人
で
住
ん
で
居
ら
れ

る
。
八
十
才
と
の
事
、
足
が
不
自
由
そ
う
で
あ
る
が

良
く
動
か
れ
る
。
そ
し
て
、
し
き
り
に
話
し
か
け
て

く
れ
る
。
テ

レ
ビ
は
無
い

が
ラ
ジ
オ
を

聴
く
と
の
事
。

二
年
後
に

お
逢
い
す
る

ま
で
元
気
で
居
て
欲
し
い
。

「
山
は
遠
く
柏
原
ひ
ろ
し
水
は
流
れ
る
雲
は
や
く
」

あ
い
な
ん
ち
ょ
う
う
ち
の
み

野
口
有
情
の
愛
し
た
柏
坂
を
越
え
愛
南
町
内
海
に

み
し
ょ
う

下
る
。
第
四
十
番
・
観
自
在
寺
は
愛
南
町
御
荘
。

四
国
八
十
八
ヶ
所
の
裏
関
所
と
呼
ば
れ
る
。
御
本

み
ち
く
ら

尊
は
薬
師
如
来
、
境
内
の
梅
が
咲
き
誇
る
。
満
倉
か

ら
一
本
松
と
歩
く
。

松
尾
峠
を
越
え
る
と
修
行
の
道
場
、土
佐

松
尾
峠
に
は
大
師
堂
が
あ
り
、
伊
予
と
土
佐
の
郡

界
の
石
柱
が
建
っ
て
い
る
。

え
ん

宿
毛
市
街
を
通
り
抜
け
寺
山
の
第
三
十
九
番
・
延

こ
う
じ

光
寺
を
参
拝
す
る
。
延
光
寺
の
寺
名
は
、
寺
に
住
ん

で
居
た
赤
亀
が
竜
宮
城
よ
り
吊
り
鐘
を
背
負
っ
て
来

た
事
に
由
来
す
る
。

二
月
十
七

日
、
四
日
目
、

少
し
疲
れ
て

く
る
。
延
光

寺
を
参
拝
し

て
平
田
よ
り

西
ノ
谷
大
師
堂
か
ら
地
蔵
峠
を
越
え
る
。
江
戸
時

し
ん
ね
ん
し
ょ
う
に
ん

代
、
四
国
遍
路
の
中
興
の
祖
真
念
上
人
の
歩
か
れ
た

し
も

か

え

い

ふ

り

道
を
歩
き
土
佐
清
水
市
下
ノ
加
江
に
出
る
。
以
布
利

か
ら
中
浜
と
歩
き
、
中
浜
で
は
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
生

家
を
見
学
す
る
。

こ
ん
ご
う
ふ
く

じ

観
音
菩
薩
の
縁
日
に
金
剛
福
寺
を
参
拝

あ
し
ず
り
み
さ
き

足
摺
岬
は
椿
の
名
所
で
あ
る
。
金
剛
福
寺
の
御
本

尊
は
十
一
面
観
世
音
菩
薩
、
参
拝
し
た
十
八
日
は
観

音
様
の
縁
日
、
特
別
な
縁
を
感
じ
る
。
金
剛
福
寺
は

ほ

だ
ら
く
と
か
い

か
つ
て
補
陀
落
渡
海
の
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

補
陀
落
渡
海

と
は
見
果
て

ぬ
観
音
浄
土

に
水
と
少
し

の
食
料
を
持

ち
小
舟
で
旅

立
つ
儀
式
で
あ
る
。

お
お

ぎ

は
ま
か
ん
じ
ょ
う

渚
の
遍
路
道
、
大
岐
の
浜
で
浜
灌
頂

津
呂
、
窪
津
、
以
布
利
と
歩
く
、
以
布
利
で
は
大

阪
海
遊
館
の
出
張
所
で
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
を
観
せ
て
も

ら
う
。
砂
浜
の
遍
路
道
、
大
岐
の
浜
を
歩
く
。
砂
浜

に
自
分
の
願
い
事
や
、
亡
く
な
っ
た
父
母
の
名
前
を

書
く
、
打
ち
返
す
波
が
消
し
て
く
れ
る
浜
灌
頂
の
出

来
る
浜
で
あ
る
。

い

ず

た

し
ま
ん
と
が
わ

伊
豆
田
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
四
万
十
川
の
河
口
、
初

崎
よ
り
渡
船
で
下
田
に
渡
る
。
大
方
町
か
ら
黒
潮
町

佐
賀
と
歩
く
。
歩

く
ば
か
り
の
一

日
。
佐
賀
の
町
外

れ
か
ら
旧
道
に
入

り
明
治
三
十
八
年

に
出
来
た
ト
ン
ネ

く
ま
い
ず
い
ど
う

ル
、
熊
井
隧
道
を

歩
く
。
九
十
ｍ
の

レ
ン
ガ
造
り
の
ト

ン
ネ
ル
で
あ
る
。

今
年
も
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
に
逢
え
た

第
三
十
七
番
・

い
わ
も
と
じ

岩
本
寺
は
五
体
の

御
本
尊
と
本
堂
の

絵
天
井
が
楽
し
い

寺
で
あ
る
。
絵
天

井
の
マ
リ
リ
ン
・

モ
ン
ロ
ー
に
逢
え

る
の
が
楽
し
み
で

あ
る
。

七
子
峠
か
ら
大
坂
の
遍
路
道
を
下
り
土
佐
一
本
釣

く

れ

り
の
久
礼
。
焼
坂
峠
の
遍
路
道
を
下
る
と
須
崎
市
、

だ
い
ぜ
ん
じ

別
格
霊
場
、
第
五
番
・
大
善
寺
は
小
高
い
山
の
上
に

建
つ
、仏
坂
の
岩
不
動
を
参
拝
し
て
浦
ノ
内
湾
に
出
る
。

お
大
師
さ
ま
も
認
め
ら
れ
た
海
の
遍
路
道

横
浪
か
ら
須
崎
市
営
の
巡
航
船
に
乗
る
。
土
佐
市

う
め
た
て

し
ょ
う

宇
佐
埋
立
か
ら
井
ノ
尻
峠
を
越
え
第
三
十
六
番
・
青

り
ゅ
う

じ

龍
寺
に
歩
く
、
夕
方
、
薄
暗
く
な
っ
た
階
段
を
登
る

と
本
堂
の
前
で
、
む
つ
け
き
顔
を
し
た
不
動
明
王
に

迎
え
ら
れ
今
回
の
巡
拝
を
無
事
に
終
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

合
掌

巡
拝
修
行
日
数

十
日
間

歩
行
距
離

二
六
八
・
一
㎞

修
行
参
加
者

十
五
名

人
生
即
遍
路
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第
十
四
回
、
パ
ー
ト
�

平
成
三
十
年
二
月
十
四
日
よ
り

平
成
三
十
年
二
月
二
十
三
日

清家よし子さん
（柏坂・茶堂）

第３９番 延光寺本堂

下田の渡し船

第３６番 青龍寺不動明王像

第４０番 観自在寺の
大師堂と梅花

松尾峠大師堂

第３７番 岩本寺本堂
ほほえむマリリン・モンロー

第３８番 金剛福寺境内

（平成３０年７月２１日）第８２号 ２��大師だより（年２回 １・７月発行）



六
月
の
歩
き
遍
路
は
雨
と
暑
さ
の
修
行
で
あ
る
。

今
回
も
八
日
間
中
、
六
日
は
雨
で
あ
っ
た
。

い

し
り

つ
か

じ

き
よ
た
き

じ

井
ノ
尻
、
塚
地
の
峠
を
越
え
て
清
瀧
寺

第
三
十
六
番
・
青
龍
寺
の
宇
佐
よ
り
井
ノ
尻
峠
を

越
え
宇
佐
大
橋
を
渡
り
塚
地
峠
か
ら
�
岡
の
町
に
出

て
清
瀧
寺
に
登
る
。
初
日
か
ら
雨
で
あ
る
。
清
瀧
寺

は
お
大
師
さ
ま
が
杖
を
突
く
と
清
水
が
湧
い
た
と
い

に
よ
ど
が
わ

た
ね
ま

じ

う
。仁
淀
川
を
渡
り
第
三
十
四
番
・
種
間
寺
に
向
か
う
。

底
の
抜
け
た
杓
子
で
安
産
祈
願
の
種
間
寺

六
月
二
十
日
、
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
る
。
第
三

せ
っ
け

じ

は

十
三
番
・
雪
蹊
寺
に
は
十
時
前
に
着
く
。
土
佐
の
覇

し
ゃ

ち
ょ
う

そ

か

べ
も
と
ち
か

者
、
長
宗
我
部
元
親
が
再
興
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

雪
蹊
寺
か
ら

第
三
十
二
番
・

ぜ
ん
じ

ぶ

じ

禅
師
峰
寺
に
は

う
ら
ど
わ
ん

浦
戸
湾
を
高
知

県
営
フ
ェ
リ
ー

で
渡
る
。
約
六

分
間
の
船
旅
で
あ
る
。

海
上
安
全
祈
願
の
寺
、
禅
師
峰
寺

み
ね
で
ら

禅
師
峰
寺
は
通
称
「
峰
寺
」
と
呼
ぶ
。
天
気
が
良

け
れ
ば
境
内
か
ら
土
佐
湾
や
桂
浜
を
望
む
事
が
出
来

る
が
、
雨
空
で
何
も
見
え
な
か
っ
た
。

ち
く
り
ん
じ

第
三
十
一
番
・
竹
林
寺
に
は
石
土
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
下
田
川
を
渡
る
。
途
中
、
雨
が
激
し
く
降
る
。

試
験
合
格
、
文
殊
菩
薩
の
竹
林
寺

い
つ
も
美
し

い
五
重
の
塔
も

雨
に
け
ぶ
る
。ぜん

第
三
十
番
・
善

ら
く
じ

い
っ
く

楽
寺
は
一
宮
、

土
佐
神
社
の
隣

に
静
か
に
佇
む
。

こ
く
ぶ
ん
じ

第
二
十
九
番
・
国
分
寺
に
は
逢
坂
峠
を
越
え
る
。

南
国
平
野
の

中
、
森
に
囲
ま

れ
た
国
分
寺
の

ふ
き

こ
け
ら

葺
の
本
堂
と

境
内
は
別
世
界

お
も
む
き

の
趣
が
あ
る
。

も
の

べ

が
わ

あ
じ
さ
い

め

物
部
川
を
渡
り
紫
陽
花
を
愛
で
大
日
寺

大
日
寺
に
は

物
部
川
に
架
か

と
い
た
じ
ま
ば
し

る
戸
板
島
橋
を

渡
る
。
大
日
寺

は
正
面
に
本

堂
、
左
側
に
大

師
堂
と
端
正
に
並
ぶ
。

こ
う
の

み
ね

じ

土
佐
の
へ
ん
ろ
こ
ろ
が
し
、
神
峯
寺

や

す
ち
ょ
う

て

い
や
ま

あ

き

し

夜
須
町
手
結
山
の
宿
舎
を
五
時
に
出
て
安
芸
市
ま

で
自
転
車
専
用
道
を
歩
く
。
右
に
太
平
洋
、
上
は
大

空
、
幸
い
天
気
が

良
く
快
適
に
歩

く
。
神
峯
寺
は
約

四
㎞
の
登
り
、
車

道
は
あ
る
が
歩
く

遍
路
に
は
今
も
昔

と
変
わ
ら
な
い
難
所
で
あ
る
。
御
本
尊
は
十
一
面
観

世
音
菩
薩
。

か
ろ
う
ご
う

国
道
の
五
十
五
号
線
を
歩
き
、
加
領
郷
の
お�

た�

ら�

い�

大
師
堂
を
参
拝
し
西
山
越
え
を
し
て
羽
根
に
出
る
。

ぎ
ょ
う
ど
う
み
さ
き

こ
ん
ご
う
ち
ょ
う

じ

行
当
岬
の
第
二
十
六
番
・
金
剛
頂
寺
、
奥
の
院
・

不
動
堂
を
参
拝
し
て
金
剛
頂
寺
に
登
る
。
金
剛
頂
寺

に
し
で
ら

は
通
称
、
西
寺
と
呼
ば
れ
る
。

し
ん
し
ょ
う

じ

つ
で
ら

第
二
十
五
番
・
津
照
寺
は
通
称
、
津
寺
、
室
戸
市

内
に
あ
る
。

ほ
つ

本
堂
に
は
急
な
階
段
を
登
る
、
第
二
十
四
番
・
最

み
さ
き
じ

御
崎
寺
、通
称
、

ひ
が
し
で
ら

東
寺
に
は
二
十

四
日
の
午
前
十

一
時
過
ぎ
に
着

く
、
梅
雨
の
晴

れ
間
、
汗
が
吹

き
出
る
。

左
は
山
、上
は
大
空
、右
は
海
の
修
行
の
道

五
十
五
号
線
を
一
路
、
阿
波
の
国
、
徳
島
県
に
向

か
っ
て
歩
く
。
途
中
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
石
の
浜
、
昔
は
荒

波
で
歩
く
の
に
難
儀
し
た
所
で
あ
る
。
放
浪
の
俳

さ
ん
と
う
か

人
、
山
頭
火
は
「
お
ほ
ら
か
に
お
し
よ
せ
て
白
波
ゴ

ロ
�
�
浜
」
と
詠
ん
だ
。

佐
喜
浜
の
仏
海
庵
を
参
拝
し
て
東
洋
町
よ
り
徳
島

い
さ

お
お

県
海
陽
町
と
歩
く
。
海
陽
町
で
は
漁
り
火
の
森
と
大

ざ
と里
松
原
の
四
国

の
道
を
歩
く
。

大
里
松
原
の
八

幡
神
社
で
毎

回
、
長
井
千
登

志
さ
ん
と
野
村

恵
子
さ
ん
よ
り
お
弁

当
の
お
接
待
を
し
て

い
た
だ
き
、
最
終
の

�
大
師
本
坊
ま
で
歩

き
、
今
回
の
満
足
行

を
終
わ
る
。

合
掌

巡
拝
修
行
日
数

八
日
間

歩
行
距
離

一
九
五
・
八
㎞

修
行
参
加
者

十
五
名

「
お
遍
路
に
参
加
し
て
」

今
秋
、
関
東
に
居
を
移
す
前
に
昨
年
ガ
ン
で
亡
く

し
た
妻
の
供
養
に
と
友
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
�
大
師
本

坊
の
満
足
行
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。
車
を
利
用
す

る
効
率
的
な
車
遍
路
と
、時
間
と
体
力
を
使
っ
た「
歩

き
遍
路
」
の
違
い
を
体
験
し
て
み
た
い
と
の
思
い
か

ら
で
し
た
。

初
日
か
ら
雨
、
合
羽
を
着
て
雨
の
中
を
歩
き
な
が

ら
先
達
さ
ん
に
雨
中
で
の
歩
き
の
心
構
え
を
聞
く
。

「
自
然
に
ま
か
せ
小
細
工
は
し
な
い
」
と
。
同
行
の

方
々
に
も
歩
き
・
車
遍
路
の
違
い
や
参
加
意
図
な
ど

を
伺
い
な
が
ら
歩
く
。
同
行
の
先
達
さ
ん
が
面
倒
が

ら
ず
に
本
心
で
語
っ
て
く
れ
る
の
に
感
激
す
る
。

残
念
な
が
ら
四
日
間
途
中
リ
タ
イ
ヤ
で
は
「
歩
き

修
行
」
の
境
地
に
は
至
れ
ず
、
単
独
行
も
思
慮
の
外

で
し
た
。
八
十
年
の
人
生
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
経
験

が
随
所
に
あ
り
、
体
力
が
許
せ
ば
再
挑
戦
し
て
み
た

い
と
思
う
、
よ
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
掌

ブログ「�大師本坊
歩き遍路・沙門明善」

＊満足行修行の道中日記や写真をブ
ログで更新しています。ご覧下さ
い。

人
生
即
遍
路

�
�
�
�
��

�
�
�
	


�
�
�
�
�

第
十
四
回
、
パ
ー
ト
�

平
成
三
十
年
六
月
十
九
日
よ
り

平
成
三
十
年
六
月
二
十
六
日

大
阪
府

荒

河

清

仁

第２９番 国分寺の
本堂と大師堂

第３１番 雨にけむる
竹林寺の五重の塔

国分寺から大日寺への
道中の紫陽花

第２７番 神峯寺本堂
四国の道・松原を行く
（海陽町大里）

お接待の長井様と
（大里松原）

第３２番 禅師峰寺の
奇岩と不動明王

第２４番 最御崎寺の奥ノ院
一夜建立の岩屋

（年２回 １・７月発行）�大師だより３ 第８２号（平成３０年７月２１日）�



日 時 平成３０年１１月１５日（木）～
平成３０年１１月２３日（金） ９日間

集 合 平成３０年１１月１４日（水） 午後５時
別（４）�大師へんろ会館

巡 路 第２３番・薬王寺～第１番・霊山寺
（別）３番・慈眼寺～（別）１番・大山寺

（歩行距離２０８㎞）

参加ご希望の方は巡拝資料、申込書をお送り致します。

�������	
��������
����������������� !�"#$

※参加申し込み〆切日 平成３０年１０月２０日

参 加 料

１０，０００円

百
八
ヶ
寺
、
百
八
回
の
ご
祈
願

%
&
'
(
)
*
+�

�
,
 

�

平
成
三
十
年
十
一
月
十
五
日（
木
）〜

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
三
日（
金
）九

日
間

第
十
四
回
、
満
足
行
パ
ー
ト
５
は
、
第
二
十
三

番
・
薬
王
寺
よ
り
第
一
番
・
霊
山
寺
、（
別
）
三

番
・
慈
眼
寺
よ
り
（
別
）
一
番
・
大
山
寺
ま
で
歩

い
て
逆
巡
拝
致
し
ま
す
。

お
四
国
を
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

歩
い
て
お
参
り
し
た
く
て
も
出
来
な
い
方

あ
な
た
に
代
わ
り
歩
き
、
お
願
い
事
を
百
八
ヶ
寺

の
ご
宝
前
に
て
お
大
師
さ
ま
に
お
願
い
、
ご
祈
願

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
-
�
.�

/
�
/
��

�
0
1
�
2

※
代
参
ご
祈
願
ご
希
望
の
方
は
十
一
月
十

日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
、
代
参
巡

拝
後
ご
祈
願
札
を
お
授
け
致
し
ま
す
。

�3456

7777777777777777777777777777788888888888888888888888888888�����������������������������
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�
�

おお
彼彼
岸岸
はは
年年
二二
回回
、、
春春
分分
のの
日日
とと
秋秋
分分
のの
日日
をを
（（
ちち
ゅゅ
うう
にに
ちち
））
とと
しし
前前
後後
のの
三三
日日
をを
合合
わわ

せせ
たた
七七
日日
間間
をを
いい
いい
まま
すす
。。

ここ
のの
日日
はは
昼昼
とと
夜夜
のの
長長
ささ
がが
同同
じじ
とと
なな
りり
、、
仏仏
教教
でで
はは
「「
迷迷
いい
」」
とと
「「
ささ
とと
りり
」」
のの
境境
地地
でで

ああ
りり
「「
現現
世世
」」
とと
「「
浄浄
土土
」」
のの
接接
すす
るる
日日
とと
いい
わわ
れれ
迷迷
いい
のの
ここ
のの
世世
界界
かか
らら
、、
川川
のの
向向
ここ
うう
岸岸

のの
悟悟
りり
のの
世世
界界
にに
渡渡
るる
たた
めめ
のの
教教
ええ
（（
六六
波波
羅羅
蜜蜜
））
をを
守守
りり
、、
日日
々々
のの
行行
いい
をを
慎慎
むむ
のの
がが
本本
来来

のの
彼彼
岸岸
のの
意意
味味
でで
すす
。。


�
�
�
�
�

【【
布布
施施
】】
他他
人人
へへ
施施
しし
すす
るる
ここ
とと

【【
忍忍
辱辱
】】
不不
平平
不不
満満
をを
言言
わわ
ずず
耐耐
ええ
忍忍
ぶぶ

【【
禅禅
定定
】】
心心
をを
安安
定定
ささ
せせ
るる
ここ
とと

【【
持持
戒戒
】】
戒戒
をを
守守
りり
、、
反反
省省
すす
るる
ここ
とと

【【
精精
進進
】】
精精
進進
努努
力力
すす
るる
ここ
とと

【【
智智
慧慧
】】
真真
実実
をを
みみ
るる
智智
慧慧
をを
働働
かか
せせ
るる

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
 
!
"

本本
来来
はは
毎毎
日日
心心
がが
けけ
るる
事事
でで
すす
がが
、、
日日
頃頃
はは
忙忙
しし
くく
実実
行行
でで
きき
なな
いい
まま
でで
もも
春春
とと
秋秋
のの
年年
二二

回回
くく
らら
いい
はは
六六
波波
羅羅
蜜蜜
をを
実実
践践
しし
、、
自自
然然
のの
恵恵
みみ
をを
たた
たた
ええ
生生
物物
をを
慈慈
しし
みみ
、、
生生
かか
ささ
れれ
てて
いい

るる
私私
たた
ちち
がが
、、
ごご
先先
祖祖
ささ
まま
にに
対対
すす
るる
感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
でで
ごご
供供
養養
下下
ささ
いい
。。

>
?
@
A
/
B
C

D�

B
E�

F
G
H�

I
J�

D
K
1�

仏
教
で
は
苦
し
み
の
根
源
、
迷
い
や
煩
悩
を
「
無
明
・
む
み
ょ
う
」
と
言
い
ま
す
。
炎
は
不
浄
を

燃
や
し
魔
を
除
き
浄
化
し
て
清
め
る
働
き
を
し
ま
す
。
光
明
は
人
が
煩
悩
の
暗
闇
か
ら
脱
却
す
る
た

め
の
道
を
明
る
く
照
ら
し
、
仏
の
智
慧
と
救
い
を
現
し
ま
す
。
こ
の
献
灯
を
供
え
る
こ
と
が
明
か
り

を
頼
り
に
現
世
の
私
達
の
も
と
へ
導
か
れ
、
智
慧
を
以
て
悟
り
を
得
る
手
助
け
と
な
り
ま
す
。

LM���NOPQR�ST���NOPQRU

傷害保険料、渉外費に充当

※奉納経料金、宿泊代、昼食代は
各自、個人負担

第１４回

（平成３０年７月２１日）第８２号 ４��大師だより（年２回 １・７月発行）



お
不
動
様
の
お
力
に

お
す
が
り
し
て

あ
ま
ね
く
悪
を
退
け

本
当
の
幸
福
と
い
う
名
の

功
徳
を
つ
か
ん
で

頂
き
た
い
の
で
す

徳
島
県
　
山
田
　
太
郎 

護護
摩摩
堂堂
内内
にに
奉奉
安安
・・
永永
代代
にに
ごご
祈祈
願願
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
身身
丈丈
５５４４
��

重重
ささ
８８
��

大
阪
府小

林

貞

子

難

波

浩

司

香

港許

書

品

莫

紫

紅

楊

飛

騰

劉

艶
芳
合
家

釋

智

�

平
成
二
十
九
年
十
二

月
一
日
よ
り
平
成
三

十
年
六
月
三
十
日
ま

で
に
奉
納
さ
れ
た
方

で
す
。
こ
こ
に
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

こ
の
期
間
以
外
の
方

は
こ
こ
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

（
敬
称
略
）

第
六
十
七
番

大
興
寺

東
京
都

古
河

永
妙

愛
知
県

近
藤

豊

兵
庫
県

岸

祐
見

徳
島
県

内
藤
ス
ス
ミ

内
藤

政
助

内
藤
製
菓
�

内
藤

廣
司

内
藤

堯
司

（
完
成
）

第
八
十
二
番

根
香
寺

愛
知
県

菊
池

毬
子

大
分
県

一
ノ
瀬
み
や
子

一
ノ
瀬
酒
店

一
ノ
瀬
雅
子

塩
崎

勝
将

塩
崎

隆
将

塩
崎

�
子

二
口

関
屋

重
義

大
分
県

関
屋
美
智
代

後
藤
久
美
子

後
藤

弘

後
藤

伸
夫

梅
田
由
紀
子

首
藤
真
由
美

首
藤

博

成
松

裕
利

石
井

悦
子

石
井

恵
子

石
井

幸
美

石
井

昭

石
井

明
子

中
北

宏
子

仲
野

哲
雄

津
行

譲

鶴
田

ヤ
ヨ

大
分
県

片
岡

敬
太

（
完
成
）

第
八
十
四
番

屋
島
寺

滋
賀
県

佐
野

み
春

愛
媛
県

加
藤
千
津
子

真
木

ミ
ヤ

曽
我
部
政
子

南

鈴
代

平
成
二
十
九
年
十
二
月

一
日
よ
り
平
成
三
十
年

六
月
三
十
日
ま
で
に
奉

納
祈
願
さ
れ
た
方
で

す
。

（
敬
称
略
）

愛
知
県

近

藤

豊

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
三
十
年
六
月

三
十
日
ま
で
に
奉
納
さ
れ

た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

大
阪
府小

林

貞

子

徳
島
県山

尾

ハ
ツ
ミ

平
成
二
十
九
年
十
二
月

一
日
よ
り
平
成
三
十
年

六
月
三
十
日
ま
で
に
お

花
代
、
お
供
え
と
し
て

奉
納
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

ご祈願 願主奉納料
金 参拾萬圓也

大大

不不

動動

明明

王王

願願

主主

ごご

芳芳

名名

千千

体体

地地

蔵蔵

尊尊

願願

主主

ごご

芳芳

名名

�
�
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�
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�
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�
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不
動
洞
内
、八
十
八
ヶ
所
各
霊
場
ご
宝
前
に
立
体
的
な
蓮
華
台
を
設
置
。

蓮
の
華
に
い
だ
か
れ
な
が
ら
、
お
砂
ふ
み
修
行
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
ご
先
祖
様
の
尊
い
ご
縁
で
生
か
さ
れ
て
お
り
、ま
た
毎
日

あ
ら
ゆ
る
力
の
お
か
げ
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
尊
い
お
か
げ
の
心

を
ご
供
養
す
る
お
気
持
ち
で
蓮
華
台
奉
納
の
お
申
し
出
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
奉
納
供
養
は
一
口
壱
万
円
と
し
各
霊
場
側
面
に
府
県
名
、
ご
芳
名
を

記
し
永
代
に
ご
供
養
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合

掌

不不

動動

明明

王王

ごご
浄浄
財財
ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

蓮
華
台
奉
納
の
お

申
し
出
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
は
、

お
願
い
事
、
施
主

名
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙

を
お
送
り
致
し
ま

す
。

一
口－

壱
万
円

奉
納
数
は
一
〇
八
ヶ
寺

で
終
了
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
一
人
何
口
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

（一ヶ寺３０名様完成品）
奉納者名は不動洞にて永代に
ご供養致します。

永
代
ご
祈
願
大
不
動
明
王

（年２回 １・７月発行）�大師だより５ 第８２号（平成３０年７月２１日）�
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北
海
道菊

地

恵
美
子

兵
庫
県森

岡

正

樹

森

岡

ひ
か
る

福
井
県武

井

不

二

静
岡
県大

滝

和

美

宙
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
渡
月
荘

愛
知
県山

川

勝

美

兵
庫
県森

岡

佳

世

鳥
取
県影

山

晴

一

徳
島
県白

野

一

英

仁

木

春

恵

豊

田

千
代
美

愛
媛
県中

村

駿

中

村

文

子

兵
庫
県森

岡

瑛

美

福
岡
県多

田

忠

力

武

祐

子
二
体

香

港周

明
徳
闔
家

張

子

朗

鄒

淑

容

香

港李

碧

坤

曾

梅

紅

洪

錫

川

陳

詠
暉
合
家

源

秉
安
闔
家

周

志
明
闔
家

莫

茹

茵

林

俊

羲

葉

兆

奇

陳

玉

敏

劉

映

�

劉

宝

文

香

港甘

姉

姉

楊

偉

洲

楊

偉

康

許

桂

潔

�

淑

鈴

�

鴻

杰

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
三
十
年
六
月

三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈
願

さ
れ
た
方
で
す
。（

敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

一
願
一
体

弐
萬
円

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

ご
病
気
の
方
の
快
復
を
願
い
、
子
宝
、
出
産
、
試
験

等
の
諸
願
成
就
の
た
め
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
慰
霊

鎮
魂
の
為
、
様
々
な
願
い
を
鶴
に
込
め
て
、
願
い
を

成
就
下
さ
い
。

ご
病
気
の
方
の
快
復
を
願
い
、
子

宝
、
出
産
、
試
験
等
の
諸
願
成
就
の

為
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
慰
霊
鎮
魂

の
為
、様
々
な
願
い
を
鶴
に
込
め
て
、

お
祈
り
下
さ
い
。

�
大
師
・
多
宝
塔

ご
奉
納

一
羽

千
円

�
大
師
で
は
皆
様
の
願
い
、
壱
萬
人
の
想
い
を
募
り
般
若
心
経
の
書
か
れ
た
紙
に
願
い

を
込
め
て
折
っ
て
戴
い
た
鶴
「
壱
萬
羽
鶴
」
の
ご
奉
納
祈
願
を
発
願
致
し
ま
し
た
。

皆
様
の
願
い
を
多
宝
塔
の
観
音
さ
ま
に
お
伝
え
し
、
飛
天
さ
ん
に
天
空
へ
と
届
け
て
戴

き
ま
す
。

「
お
願
い
事
、
お
名
前
を
書
き
、
一
折
り
、
一
折
り
に
想
い
と
祈
り
を
込
め
て
一
羽
の
鶴

を
完
成
さ
せ
て
下
さ
い
。」

多宝塔内、奉安

�
�
�

��

�
�
�
�

平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
日
よ
り
平
成
三
十
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
累
計
で
す
。

（平成３０年７月２１日）第８２号 ６��大師だより（年２回 １・７月発行）
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慈
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（
代
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）

飯
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睦

子

静
岡
県

（
代
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愛
知
県伊

藤

富

子

兵
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愛
媛
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美

子

綱

崎

俊

彦

香

港ア
ラ
ン
ラ
イ
大
師

（
一
同
）

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一

日
よ
り
平
成
三
十
年
六
月

三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈
願

さ
れ
た
方
で
す
。（

敬
称
略
）

長
崎
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和

子
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2
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般般
若若
心心
経経
塔塔
ごご
浄浄
財財

ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

「「
壱壱
千千
文文
字字
」」ごご
奉奉
納納

願願

主主

ごご

芳芳

名名

般
若
心
経

多
宝
塔

お
写
経
奉
納
の
お
願
い

�
大
師
本
坊
で
は
ご
信
者
の
皆
様
、
ご
参
拝
の
方
々
の
お
写
経
を
多
宝
塔
に
奉
納
致
し
ま
す
。

皆
様
の
お
写
経
奉
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
写
経
奉
納
の
方
は
お
送
り
下
さ
い
。
お
申
し
出
い
た
だ
い
た
お
写
経
は
多
宝
塔
に
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

奉
納
お
写
経
用
紙
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
、
お
送
り
し
ま
す
。

心経塔（多宝塔）

お
写
経
用
紙

（
三
十
枚
つ
づ
り
）

一
冊

千
円

荷
具
送
料

三
百
円

お

写

経

奉

納

料

一
巻
（
一
枚
）
千
円

b
M
6
c
N

I
I�

C
K
F
d

右
記
の
巻
数
は
、
平
成
二
年
十
二
月
一
日
よ
り
平
成
三
十
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
累
計
で
す
。

仏
足
香
呂
ご
奉
納

福
岡
県和

田

美
穗
子

百
八
煩
悩
消

滅
お
砂
踏
修
行

の
前
に
、
お
香

を
焚
い
た
仏
足

香
呂
の
上
で
、

足
を
浄
化
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ごご奉奉納納文文字字数数 現現在在

������

（年２回 １・７月発行）�大師だより７ 第８２号（平成３０年７月２１日）�
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の
し
、
宛
て
名
お
書
き
し
ま
す
。

※
初
盆
の
お
供
え
・
お
返
し
、
満
中
陰
の
返
礼
、
法
事
の
粗

供
養
、お
中
元
等
で
、多
数
ご
利
用
の
方
は
宛
て
名
書
き
し
た
、

の
し
を
同
封
致
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ご
注
文
の
際
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

毎
月
、
一
日

午
前
十
時

一
座
・
五
千
円

げ

し

と
う

じ

日
本
は
夏
至
・
冬
至
・
春
分
・
秋

に

し

に

ぶ
ん

分
を
併
せ
「
二
至
二
分
」
と
し
、
重

要
な
節
気
を
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・

し
り
ゅ
う

立
冬
の
「
四
立
」
と
し
、
こ
の
二
至

は
っ
せ
つ

二
分
と
四
立
を
併
せ
て
「
八
節
」
と

し
ま
す
。

人
の
運
気
は
二
月
三
日
の
節
分
で

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
月
、

日
、
時
、
秒
に
お
い
て
も
運
気
が
変

さ
く
じ
つ

化
し
ま
す
。
こ
の
月
の
初
め
「
朔
日
」

に
良
い
月
を
過
ご
せ
ま
す
様
に
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

（平成３０年７月２１日）第８２号 ８��大師だより（年２回 １・７月発行）


